
 

 

○ 美里地域施設一体型小中一貫校に係る保護者及び地域住民説明会概要 

平成２８年２月１７日（水）、１８日（木） 

１９時３０分から２０時４５分まで 

美里社会福祉センター １階ホール 

 

１ 説明の概要 

 ・学校教育法等の改正の内容について 

・現行制度と義務教育学校の比較について 

・義務教育学校の名称「（仮称）津市立みさとの丘学園」について 

・平成２９年４月開校までの主な取組について 

施設環境の整備、通学対策、児童生徒に対する事前事業や校歌、校旗・校章等の作成    

等 

 

２ 主な質疑応答 

 質問①：通学について、１年生から９年生まで一貫してバス通学をさせてもらえるので

すか。 

 回答①：小学生は、長野、辰水、高宮（一部の）方がバス通学となります。中学生は、

原則自転車通学としますが、比較的遠い所に住んでいる方で、帰り道１人で帰

ることになる生徒などで、年間を通じてバス通学を希望される際には、バス通

学を認めるなど、柔軟に対応させていただこうと考えています。 

 

 質問②：授業時間が小学校、中学校と違うと思いますが、それによって給食などの時間

がずれる等、どのように対応されますか。  

 回答②：休み時間等の調整により学校運営が円滑になるよう、考えていきます。また、

チャイムの時間もずれてくると思いますので、子どもたちに時間を見て動ける

力を養ってもらう意味も込め、ノーチャイム制を取り入れるなどの検討も行っ

ていきます。 

 

 質問③：中学校の先生が激務というのが、社会的に問題になっていますが、義務教育学

校になり、小学校のことにも関わっていくようになった場合に、先生への負担

が増えることについてはどのようにお考えですか。 

 回答③：中学校の部活動を例に挙げますと、義務教育学校での部活動の顧問は、中学校

の先生だけでなく、小学校の先生も顧問、副顧問になることができます。中学

校の先生の部活動に関しての負担は、薄まるのではないかと思う一方で、小学

校の先生の授業時間数を考えると、部活動の顧問、副顧問となることは、負担

が増えることも考えられますので、運用については、校長等としっかり相談し

ていきます。 

 

質問④：クラス替えもなく、９年間同じメンバーで過ごすことでの閉塞感など出てくる

とは思いますが、他校との交流の機会を設けるなどなにかお考えですか。 

回答④：たてわり活動を活発に行うことによって、他学年との交流を増やす予定です。

他校との交流については、現在考えていませんが、今後の検討課題の１つかと

考えます。 



 

 

 

質問⑤：義務教育学校になるということは決定ですか。 

回答⑤：津市立学校設置条例の一部改正の議案が市議会で承認されれば、正式に決定と 

なります。 

 

質問⑥：各学年１クラスしかない義務教育学校は日本国内で他にありますか。 

回答⑥：義務教育学校としては、平成２８年４月 1 日施行ですので、わかりませんが、

小中一貫校で各学年１クラスの学校はあります。 

 

 質問⑦：子どもを連れて歩く練習をさせたいので、通学路の工事がいつ終わるのか教え

て欲しいです。 

 回答⑦：通学路の整備について平成２８年度の完成を目指していますが、完了の日程等

については、現時点ではまだお答えすることができません。 

 

 質問⑧：学校名について、「（仮称）みさとの丘学園」となっていますが、学園という言

葉が私立というような印象を受けますが、どのようにお考えですか。 

 回答⑧：他の公立小中一貫校の学校名を参考にした際に、○○○学園といった名称が一

般的です。いくつか候補を挙げ検討をした結果、「（仮称）みさとの丘学園」と

定めました。 

 

 質問⑨：運動会や文化祭などはどうなりますか。 

 回答⑨：運動会や体育祭などについては、１年生から９年生まで一緒にやっていきたい

と考えています。文化祭については、基本的には１年生から６年生までは、学

習発表を、７年生から９年生までは、従来通りの文化祭を実施していきたいと

考えています。 

 

 質問⑩：小学生用のプールへ向かうための道の横断について、交通量も多く危険だと思

うのですが、安全対策などは考えていますか。 

回答⑩：プールまでの移動については、複数の教職員が子どもたちに必ず付き添い、行

き帰りの安全を確保したいと考えています。 

 

 

 

 


